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  め そ それ こ っ ながるおそれ ) 等に伴う 

のおそれ 
    それ に注 % を 要 

効能効果 

する 誤るおそれ ( 適応を @ 咀があ るもの用のおそれ よる 害のおそれ 健庫 被 帝 珪 用法用黄 

症 ) が 不良 @ リドカイ 
して 2OOmlt 

( 眠気． 不 
露 ) を使用する。 

刺激伝導 障善 以上の唄 傍 他 の りド カイン製 なお，年竹，麻酔 頷壊 ． e   
安 ． 典害 ・ 窩 は避けること 剤 と併用する 堤 位．紬織、 体質により適宜 
  眩且 ・ 悪 さには、 櫛リド カ 
  @ 田 @ 億 土 1 増減する   

インテを若田 根 
利用として使用し 
          ・気管内 

テュー フ に は憤 
音 しない   

症の肝 捷 熊蜂 苦 過且 投与 : 中枢 
は 古枝 能曄舌 

( 使 m 方法 ) 
神経系および 心 
血管系の症状の 
先規 

児 (@ に 3 歳 以 汚付の ノズルを装着し、 ノ 
  スル内に溶液が 充満する 

よう、 苗部 に噴 枕 する前に 
火気に注通して、 少なくと 
も 5 回 空咀窩 した後に麻酔 
部位に 唄弗 する。 麻酔部 
位 に噴抹する暁には 溶液 
が霧状 となるよう ノスル を 

強く押すこと   

妊婦又は妊娠して ノズルを l 回 押すごとに 治 
いる可能性のあ る 液 0 ． lmL 円ド カインとして 
梓人 8rtlt 含有 ) が 噴霧される。 
扁桃炎で充血して 通常 @-5 回の噴 舌 ( 溶液 
いる早合 0 ． @-0.5m し りド カインとし 

て めて十分であ 

る 。 広範な部位を 店辞する 
埋さ & ぴ 麻酔効果をさら 
に 長時間持 捷 させる % 台 

には、 項音 回数を適宜 調 
節する。 ただし一時に 25 回 

( リド カインとして 200m め以 

上 の 噴 傍は避けること   

小児に使用する 場合や・ 
扁桃炎等で充血している 
% 台には十分土臆して 使 
用すること   
残液且が 少なくなった 爆 合 

はチュー ブ の先端が下側 
  るようにして 使用する 
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